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染色体は性決定には重要な意味をもたず，イエバエの集団中にはXX型♀， XY型合の他に， XY' 型および
XXY'型 (Y' は Y染色体にあった雄性決定因子のみが第 2 染色体に転座し， 残りの不活性部が消失したも
の)の合が多数含まれていることがわかった。
XXY'型の合は限性遺伝をひきおこすが，次代にXX型♀と XXY'型合を 1 : 1 に分離して性比は安定であ
る。一方， XY'型合は限性遺伝の原因になるとともに，次第に XX型♀ 1 に対して， XY' 型およびXXY'型







ったものである。すなわち普通の系統では雌雄の比が 1 : 1 になるが異常性比を与える系統ではほぼ 1:2
の分離比を示した。 そこで常染色体に属する種々の可視突然変異を利用し(イエバエでは伴性可視突然変
異は見出されていない)遺伝学的解析を行なった結果， 異常性比を示す系統では第 2 染色体の突然変異が
あたかも限性遺伝形質のような行動をとることがわかった。 このことから異常性比を示す系統では雄性を




とはできなかったD これはおそらく Y染色体の中雄性を決定するごく小部分のみが第 2 染色体に転座した
ものと考えられる。
一方遺伝学的には明らかに限性遺伝を示す系統であるにもかかわらず， 性比の上では異常を示さない，
つまり雌雄が 1 : 1 に分離するものがあった。遺伝学的解析からこのようなものは XY' 系統の子孫の中に
必然的に生ずる XXY' という染色体構成をもっ雄と推定された。事実細胞学的にも 2 本のX染色体をもっ
た雄であることが確認された。
以上のことからイエバエの限性遺伝および異常性比を示す系統は先ず Y染色体の一部が第 2 染色体に転
座した XY' 型の雄であること，限性遺伝を示すが異常性比を与えない系統はそれから i誘導された XXY'型
の雄であることが確認された。
以上広吉君の論文は世界各地のイエバエに見出される異常性比を示す系統の本質を明らかにし， さらに
Y染色体の性決定に及ぼす意義， 性染色体の進化の問題等についても多くの知見を与えたもので，理学博
士の論文として十分の価値あるものと認める。
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